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美
術
館
所
蔵
品
の
核
と
な
る
多
数
の
美

術
品
を
寄
贈
さ
れ
た
河
村
幸
次
郎
さ
ん
は
、

実
業
家
で
あ
る
と
と
も
に
す
ぐ
れ
た
文
化

人
で
し
た
。
足
跡
を
美
術
品
や
資
料
に
よ

っ
て
た
ど
り
ま
す
。

　
岸
田
劉
生
、
梅
原
龍
三
郎
、
藤
田
嗣
治
、

高
島
北
海
、
香
月
泰
男
ら
の
絵
画
や
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
工
芸
品
の
他
、
文
芸
誌
や
郷

土
玩
具「
河
豚
笛
」な
ど
の
資
料
も
紹
介
し

ま
す
。

■期
１１
月
１４
日
～
１２
月
２３
日

■料
一
般
８００
円（
６４０
円
）／
大
学
生
６００
円（
４８０
円
）

※（　
）内
は
、
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■期
１０
月
２０
日（
日
）ま
で　
※
月
曜
休
館

（
１０
月
１４
日
は
開
館
）　
■内
狩
野
芳
崖
、
香

月
泰
男 

他　
■料
一
般
２００
円
、
大
学
生
１００
円

　
１９
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
で
、
農
村
や
海
辺
な

ど
の
身
近
な
自
然
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
生
活
を
写
実
的
に
描
い
た「
ハ
ー
グ
派
」。

彼
ら
に
焦
点
を
あ
て
た
、
日
本
で
初
め
て

の
展
覧
会
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
や
、
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
作

品
も
含
め
た
約
７０
点
の
油
彩
画
、
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
に
よ
り
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自

然
主
義
絵
画
の
流
れ
を
展
観
し
ま
す
。

■期
平
成
２６
年
１
月
４
日
～
２
月
１６
日

　
３０
周
年
を
記
念
し
、
１１
月
１４
日
か
ら
開

館
記
念
日
の
１１
月
１９
日
ま
で「
河
村
幸
次

郎
と
美
の
世
界
」の
観
覧
料
を
無
料
と
し

ま
す（
１１
月
１８
日
は
休
館
）。

　
期
間
中
、
講
演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■問
市
立
美
術
館（
☎
２４５-

４
１
３
１
）

開
館
記
念
、
美
術
館
を
無
料
開
放

開
館
３０
周
年
記
念
を
記
念
し
て
、

所
蔵
名
品
選
や
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
派
展

所
蔵
名
品
選「
日
本
の
近
代
絵
画
Ⅱ
」
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下
関
市
立
美
術
館
は

　
　
こ
の
秋
、
３０
周
年
を
迎
え
ま
す

狩野芳崖《柳下鍾馗図》(部分)

～
近
代
自
然
主
義
絵
画
の
成
立
～

河
村
幸
次
郎
と
美
の
世
界

芸
術
は
魂
の
た
べ
も
の
―

すぐれた芸術との出会いは　　
私たちの心を豊かにしてくれる

　
下
関
市
立
美
術
館
は
、
市
制
施
行
９０

周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設

さ
れ
、
１
９
８
３
年
１１
月
１９
日
に
開
館

し
た
芸
術
文
化
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
市
民
待
望
の
美
術
館
が
実
現
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
下
関
出
身
の
美
術
品
収

集
家
、
故
・
河
村
幸
次
郎
さ
ん
か
ら
の

多
数
の
美
術
品
寄
贈
の
申
し
出
が
大
き

な
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
２
１
０
０
点
を
超
え
る
所

蔵
品
は
、
岸
田
劉
生
、
藤
田
嗣
治
、

高
島
北
海
な
ど
の
近
代
絵
画
や
古

代
オ
リ
エ
ン
ト
の
工
芸
品
な
ど
を

含
む
河
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
狩

野
芳
崖
、
香
月
泰
男
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
の

作
品
、
松
本
竣
介
、
岡
鹿
之
助
の

代
表
作
な
ど
、
誇
る
べ
き
多
彩
な

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
作
品
の
一
部
は
、
所
蔵
名
品
選

と
し
て
現
在
展
示
中
で
す
。

　
市
立
美
術
館
の
活
動
の
基
本
方

針
は
、
狩
野
芳
崖
を
は
じ
め
と
す

る
下
関
ゆ
か
り
の
優
れ
た
美
術
作

家
や
、
河
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
よ

り
ど
こ
ろ
に
し
た
近
・
現
代
の
優

れ
た
美
術
作
品
の
研
究
、
収
集
、
展
示

す
る
こ
と
。
下
関
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
性
を
超
え
た
広
い
視
野
の
企
画
展
を

開
催
す
る
こ
と
。
講
演
会
や
講
座
、

さ
ら
に
友
の
会
活
動
な
ど
を
通
じ
、

市
民
の
教
養
の
向
上
や
創
作
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。

　
こ
の
基
本
方
針
を
基
に
、
こ
れ

ま
で
３０
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧

会
や
普
及
・
研
究
活
動
な
ど
を
通

し
て
市
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
鑑
賞
の

機
会
ば
か
り
で
な
く
、
実
技
講
座

や
市
美
展
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
、
創
作
・
発
表
活
動
の
場
と
し

て
も
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
術
館
を
別
の
角
度
か
ら
も
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
友
の
会
と

共
催
し
て
行
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
に
１６５
回
開

催
し
、
全
国
的
に
も
先
駆
的
で
レ
ベ
ル

の
高
い
内
容
が
特
色
の
一
つ
で
す
。

　
下
記
に
も
案
内
が
あ
る
通
り
、
１１
月

に
は
開
館
３０
周
年
を
記
念
し
て「
河
村

幸
次
郎
と
美
の
世
界
」展
を
開
催
し
、

記
念
講
演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
身
近
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
美

術
品
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
美
術
館
は
市
民
の
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

よ
り
大
き
く
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市立美術館 館長 濱本 聰


